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(57)【要約】
【課題】トップ構成において、天板支持体は、天板の端
部側面を側方から覆う側部、天板の端部下面を支持する
支持部外郭と接続する接続部を有し、接続部において、
締結手段により外郭と締結すること。
【解決手段】耐熱性の絶縁材からなる天板１１と、天板
１１を下方から支持する天板支持体１２と、本体を構成
する外郭２３とを備え、天板支持体１２は、天板１１の
端部１４側面を側方から覆う側部１５、天板の端部１４
下面を支持する支持部１７、外郭２３と接続する接続部
１８を有し、接続部１８において、締結手段１９により
外郭２３と締結された構成とすることで、天板支持体の
みで天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端
面をも保護することのできる信頼性の高い機器を提供で
きる。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
耐熱性の絶縁材からなる天板と、前記天板を下方から支持する天板支持体と、本体を構成
する外郭とを備え、前記天板支持体は、前記天板の端部側面を側方から覆う側部、前記天
板の端部下面を支持する支持部、前記外郭と接続する接続部を有し、前記接続部において
、締結手段により前記外郭と締結された組み込み式加熱調理器。
【請求項２】
前記天板支持体の前記側部の上端は、前記天板の上面よりも低く、かつ前記天板の端部の
エッジ部にはＲ加工がなされた請求項１に記載の組み込み式加熱調理器。
【請求項３】
前記天板支持体は、前記天板の少なくとも１つの角部に継目を有し、前記継目には前記天
板の角部と前記天板支持体とを覆設する保護部材を設けた請求項１または２に記載の組み
込み式加熱調理器。
【請求項４】
前記天板支持体は、前記側部または前記支持部であって前記天板と接触する位置に溝を有
し、前記溝内にシリコン系接着剤が充填された請求項１～３のいずれか１項に記載の組み
込み式加熱調理器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、組み込み式加熱調理器のトップの構成に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の組み込み式加熱調理器のトップ構成としては、例えば、トッププレート
ユニットを構成するのに、トッププレートの端面部を全周覆設するよう枠体とトッププレ
ートを下方から支持する天板支持体から構成されるものがあった（例えば、特許文献１参
照）。
【０００３】
　図８、図９は特許文献１に記載された従来の組み込み式加熱調理器の外郭構成を示すも
のである。図８、図９において、耐熱性の絶縁材からなる天板１はガラス製で端面は特に
割れやすく、端面部を全周覆設するような一体の枠体３で保護されている。さらに、天板
１を下方から天板支持体２によって支持されている。天板１の下方には、鍋等を加熱する
加熱部４と加熱部４を駆動、制御する基板５が配置され、本体を構成する外郭６内に収容
されている。天板支持体２と外郭６は、締結手段７で固定されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－２６５２１１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、前記従来の構成では、トップユニットは、天板１、天板支持体２、枠体
３の３部品で構成されることになり、トップユニット高さ方向のバラツキが大きく、加熱
部４と天板１との隙間（ギャップ）　が重要な誘導加熱調理器（ギャップを安定させるこ
とで、入力や加熱コイルや基板の冷却性能を確保する）においては、寸法が安定しないと
いう課題を有していた。また、天板１の端面部の保護についても枠体３という全周一体の
複雑な部品で構成され、さらにトップユニットを構成するのに天板支持体２も必要となり
、複雑な形状の部品でかつ部品点数が多くなるという課題も有していた。
【０００６】
　本発明は、上記従来の課題を解決するもので、トップ構成において、天板支持板のみで
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天板と加熱部の隙間（ギャップ）の安定化と天板の割れからの保護を行い、信頼性の高い
機器を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　前記従来の課題を解決するために、本発明は、天板支持体は、天板の端部側面を側方か
ら覆う側部、天板の端部下面を支持する支持部、外郭と接続する接続部を有し、接続部に
おいて、締結手段により外郭と締結することを目的とする。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の組み込み式加熱調理器は、天板支持体において、天板の端部側面を側方から覆
う側部、天板の端部下面を支持する支持部外郭と接続する接続部を有し、接続部において
、締結手段により外郭と締結することにより、天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに
天板の端面をも保護することのできる信頼性の高い機器を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の実施の形態１における組み込み式加熱調理器の断面図
【図２】本発明の実施の形態１における組み込み式加熱調理器の上面図
【図３】本発明の実施の形態２における組み込み式加熱調理器の詳細断面図
【図４】本発明の実施の形態３における組み込み式加熱調理器の上面図
【図５】本発明の実施の形態３における組み込み式加熱調理器の側面図
【図６】本発明の実施の形態４における組み込み式加熱調理器の展開図
【図７】本発明の実施の形態４における組み込み式加熱調理器の詳細断面図
【図８】従来の組み込み式加熱調理器の断面図
【図９】従来の組み込み式加熱調理器の斜視図
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　第１の発明は、耐熱性の絶縁材からなる天板と、前記天板を下方から支持する天板支持
体と、本体を構成する外郭とを備え、前記天板支持体は、前記天板の端部側面を側方から
覆う側部、天板の端部下面を支持する支持部、外郭と接続する接続部を有し、前記接続部
において、締結手段により前記外郭と締結された構成とすることで、天板支持体のみで天
板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端面をも保護することのできる信頼性の高
い機器を提供できる。
【００１１】
　第２の発明は、特に、第１の発明の前記天板支持体の前記側部の上端は、前記天板の上
面よりも低く、かつ前記天板の端部のエッジ部にはＲ加工がなされた構成とすることによ
り、天板支持体のみで天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端面をも保護し、
天板端部もより滑らかで信頼性が高く、安全な機器を提供できる。
【００１２】
　第３の発明は、特に、第１の発明の前記天板支持体は、前記天板の少なくとも１つの角
部に継目を有し、前記継目には前記天板の角部と前記天板支持体とを覆設する保護部材を
設けた構成とすることで、天板支持体のみで天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天
板の端面をも保護し、天板端部もより滑らかで、天板支持板の端面が露出しない信頼性が
高く、安全でかつデザイン性の良い機器をも提供できる。
【００１３】
　第４の発明は、特に、第１～３いずれか１つの発明の前記天板支持体は、前記側部また
は前記支持部であって前記天板と接触する位置に溝を有し、前記溝内にシリコン系接着剤
が充填された構成とすることにより、天板と天板支持体との接着強度と寸法安定度が増し
、天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端面をも保護することのできる信頼性
の高い機器を提供できる。
【００１４】
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　以下、本発明の実施の形態について、図面を参照しながら説明する。なお、本実施の形
態によって本発明が限定されるものではない。
【００１５】
　（実施の形態１）
　図１は本発明の第１の実施の形態における組み込み式加熱調理器の断面図、図２は本発
明の第１の実施の形態における組み込み式加熱調理器の上面図を示すものである。
【００１６】
　図１、図２において、鍋等を載置する耐熱性の絶縁材であるセラミックプレート等で構
成された天板１１があり、天板１１を下方から支持し、板金で構成された天板支持体１２
が構成されている。
【００１７】
　天板支持体１２の下方には、本体を構成する加熱部支持板１３が配置されている。天板
支持体１２は天板１１の端部１４を側面から覆う側部１５、天板１１の端部下面１６を支
持する支持部１７、加熱部支持板１３と接続を行う接続部１８とから成っている。
【００１８】
　側部１４は天板１１とほぼ同高さであり、また接続部１８と加熱部支持板１３とは、締
結手段１９とで締結されている。加熱部支持板１３上には、鍋等を加熱する加熱コイル２
０と加熱コイル２０を下から支持する支持台２１が配置され、加熱部支持板１３の下方に
は、加熱コイル２０を駆動、制御する基板２２を収容した外郭２３が固定されている。天
板１１と天板支持体１２は、両者の端部下面１６と支持部１７との間にあるシリコン接着
剤２４で接着されている。
【００１９】
　以上のように構成された組み込み式加熱調理器のトップ構成について、以下その動作、
作用を説明する。
【００２０】
　まず、上記構成において、天板支持体１２と加熱部支持板１３との固定方法を考える。
トップ部において、天板１１と天板支持体１２は、両者の端部下面１６と支持部１７との
間にあるシリコン接着剤２４で接着されている。
【００２１】
　また、天板支持体１２と加熱部支持板１３は、接続部１８で締結手段１９によって、固
定されている。天板支持体１２の位置決め穴と加熱部支持板１３の位置決め穴が、締結手
段１９により固定されれば、確実に両者の寸法関係は一定を維持することができる。
【００２２】
　つまり、天板１１と加熱部支持板１３は、天板支持体１２を介して、天板支持体１２、
１部品のみで固定されているのである。
【００２３】
　また、鍋等に加熱を行う加熱コイル２０は、加熱部支持板１３上に支持台２１を介して
載置、固定されている。加熱コイル２０上面と天板１の上面との関係は、多部品に関わる
ことなく、ほぼ天板支持体１２、１部品の寸法関係だけに依存するため、寸法精度が非常
に上がるのである。
【００２４】
　加熱コイル２０と天板１１との隙間（ギャップ）　が重要な誘導加熱調理器（ギャップ
を安定させることで、入力や加熱コイルや基板の冷却性能を確保する）においては、より
性能が良化した構成を実現できている。
【００２５】
　また、ガラス製の天板１１の端部１４は、強度的に非常に弱いのであるが、天板支持体
１２の側部１５により、覆設、保護されていることで露出されないため、鍋等の移動でた
とえ鍋が天板１１の端部１４に当たろうとしても、当たることがない。つまり、天板１１
が割れることがないのである。
【００２６】
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　以上のように、本実施の形態においては、天板支持体が、天板の端部側面を側方から覆
う側部、天板の端部下面を支持する支持部、外郭と接続する接続部を有し、接続部におい
て、締結手段により外郭と締結することにより、天板と加熱部との隙間を安定化すること
ができるため、良い性能を満足する機器を提供できるし、さらに天板の端面をも保護する
ことのできるので信頼性の高い機器を提供できる。
【００２７】
　なお、本実施の形態の説明では、加熱部を誘導加熱の加熱コイルで記載したが、シーズ
ヒーターやエンクロヒーター等の熱源でも同様の効果が得られる。
【００２８】
　また、外郭を加熱部支持板と外郭の２重構成で記載したが、外郭を１つとして、加熱部
、基板を保持していても、ほぼ同等の効果が得られる。
【００２９】
　また、天板支持体を金属製で記載したが、剛性のある樹脂製のものでもよいし、金属製
のものでも板厚を上げれば、より強度を増すことができる。
【００３０】
　また、天板支持体の側部で天板の端部を保護しているが、さらに天板の上面を１０ｍｍ
程度覆うように側部から連続して９０°曲げした水平部を持ったものでも、より天板の保
護を行うことができる。
【００３１】
　また、天板支持体の側部の上面は、端面処理をして滑らかにする方が、使用者にとって
より安全に使用することができる。
【００３２】
　（実施の形態２）
　図３は本発明の第２の実施の形態における組み込み式加熱調理器の詳細断面図を示すも
のである。
【００３３】
　図３において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うところのみ
を説明する。天板支持体１２の側部１５の上面２５は、天板１１の上面２６よりも若干低
く（約１ｍｍ程度）、天板１１の端部１４のエッジ部２７には、Ｒ加工（Ｒ０．５～２程
度）がなされて、滑らかになっている。
【００３４】
　以上のように構成された組み込み式加熱調理器のトップ構成について、以下その動作、
作用を説明する。
【００３５】
　まず、上記構成において、天板１１と天板支持板１２の位置関係を考える。天板１１の
厚みや天板支持板１２の側部１５の高さはものづくり上、若干のバラツキが発生する。ま
た、天板１１と天板支持板１２は、シリコン接着剤２４で接着されているため、両者間の
隙間に対してもバラツキが生じる。
【００３６】
　これらのバラツキの要素を踏まえると天板支持体１２の側部１５の上面２５と天板１１
の上面２６とを、同一高さを狙った場合、最悪の時、天板支持体１２の側部１５の上面２
５が、天板１１の上面２６を超えてしまう場合がある。
【００３７】
　そうなれば、天板支持体１２の端面が露出し、指等を切ってしまう可能性がる。ところ
が、天板支持体１２の側部１５の上面２５は、天板１１の上面２６よりも若干低く、バラ
ツキを考慮しながらの寸法設定をされているので、最悪のときでも天板支持体１２の側部
１５の上面２５は、天板１１の上面２６からでることがない。
【００３８】
　また、天板支持体１２の側部１５の上面２５が若干低くても、天板１１の端部１４のエ
ッジ部２７には、Ｒ加工がなされているため、滑らかなので指が当たってもけがをするこ
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とはない。
【００３９】
　以上のように、本実施の形態においては、天板支持体の側部の上端は、天板の上面より
も低く、かつ天板の端部のエッジ部にはＲ加工がなされた構成とすることにより、天板支
持体のみで天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端面をも確実に保護し、天板
端部もより滑らかで信頼性が高く、安全な機器を提供できる。
【００４０】
　なお、天板支持体１２の側部１５の上面２５の高さは、天板１１のＲ加工のＲエンドよ
り低い方が、その隙間にゴミがたまりにくい構成とすることができる。当然、実施の形態
１に記した同様の効果も得られる。
【００４１】
　（実施の形態３）
　図４は本発明の第３の実施の形態における組み込み式加熱調理器の上面図、図５は本発
明の第３の実施の形態における組み込み式加熱調理器の側面図を示すものである。
【００４２】
　図４、図５において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うとこ
ろのみを説明する。天板支持体２８は、一直線状の構成で各辺４本に配置されている。天
板支持体１２の端面には、継目２９がそれぞれできている。継目２９には覆設するように
樹脂製の保護部材３０が固定されている。
【００４３】
　以上のように構成された組み込み式加熱調理器のトップ構成について、以下その動作、
作用を説明する。
【００４４】
　まず、上記構成において、天板１１と天板支持体２８の構成を考える。天板支持体２８
は一直線状の形状のため、形状をコンパクトに低コストで作成できる。４本を組み合わせ
た際、天板１１には最大２ｍｍ程度のバラツキが生じるため、継目２９にはどうしても、
大きな隙間が発生してしまう。
【００４５】
　ところが、継目２９上には、保護部材３０により天板支持体２８両者を覆うように固定
されているため、隙間を見えないようにすることができる。保護部材３０は、接着により
固定してもいいし、天板支持板２８の下方とで嵌合させて固定してもいい。隙間がほとん
ど見えなくなるため、デザイン性もいいし、水浸入も防げるため、信頼性の高い機器を提
供できる。
【００４６】
　以上のように、本実施の形態においては、天板支持体は、天板の少なくとも１つの角部
に継目を有し、継目には天板の角部と天板支持体とを覆設する保護部材を設けた構成とす
ることで、天板支持体のみで天板と加熱部との隙間を安定化し、さらに天板の端面をも保
護し、天板端部もより滑らかで、天板支持板の端面が露出しない信頼性が高く、安全でか
つデザイン性の良い機器をも提供できる。
【００４７】
　なお、本実施の形態の説明では、４本の天板支持体で記載したが、１～３本の天板支持
体で構成しても同様の効果が得られる。
【００４８】
　保護部材は樹脂製で示したが、耐熱性のゴムやエッジ処理なされた金属部品でも同様の
効果が得られる。
【００４９】
　当然、実施の形態１、２に記した同様の効果も得られる。
【００５０】
　（実施の形態４）
　図６は本発明の第４の実施の形態における組み込み式加熱調理器の展開図、図７は本発
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明の第４の実施の形態における組み込み式加熱調理器の詳細断面図を示すものである。
【００５１】
　図６、図７において、基本的な構成は実施の形態１と同様であるため、構成の違うとこ
ろのみを説明する。天板支持体３１の支持部３２には、天板１１と接触する面に溝３３が
全周に渡って構成され、溝３３内にはシリコン接着剤３４が充填され、天板１１と天板支
持体３１を接着している。
【００５２】
　以上のように構成された組み込み式加熱調理器のトップ構成について、以下その動作、
作用を説明する。
【００５３】
　まず上記構成において、天板１１と天板支持体３１の構成を考える。天板１１と天板支
持体３１の間には、溝３３を設けてその中にシリコン接着剤３４を入れ、接着している。
【００５４】
　シリコン接着３４が入るスペースを設計的に考慮して、溝３３を構成しているため、天
板１１と天板支持板３１との接触部のシリコン接着剤３４の厚みは、設計上ゼロと考える
ことができるため（シリコン接着剤３４は、全て溝３３内へ入る）、トップユニットの寸
法をより安定化することができる。
【００５５】
　加熱コイル２０と天板１１との隙間（ギャップ）　が重要な誘導加熱調理器（ギャップ
を安定させることで、入力や加熱コイルや基板の冷却性能を確保する）においては、より
性能が良化した構成を実現できている。
【００５６】
　以上のように、本実施の形態においては、天板支持体は、側部または支持部であって天
板と接触する位置に溝を有し、溝内にシリコン系接着剤が充填された構成とすることによ
り、天板と天板支持体との接着強度と寸法安定度が増し、天板と加熱部との隙間をより安
定化し、さらに天板の端面をも保護することのできる信頼性の高い機器を提供できる。当
然、実施の形態１～３に記した同様の効果も得られる。
【産業上の利用可能性】
【００５７】
　以上のように、本発明にかかる組み込み式加熱調理器は、天板と加熱部との隙間を安定
化し、さらに天板の端面をも保護することができるので組み込み式で使用する調理機器等
の用途に有効である。
【符号の説明】
【００５８】
　１、１１　天板
　２、１２、２８、３１　天板支持体
　１３　加熱部支持板
　１４　端部
　１５　側部
　１６　端部下面
　１７、３２　支持部
　１８　接続部
　１９、７　締結手段
　２０　加熱コイル
　２１　支持台
　２２、５　基板
　２３、６　外郭
　２４、３４　シリコン接着剤
　２５　天板支持体の側部の上面
　２６　天板の上面
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　２７　天板の端部のエッジ部
　２９　継目
　３０　保護部材
　３３　溝

【図１】 【図２】

【図３】
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